
「日橋川」「大川」とは『新編会津風土記』
「揚（あがの）川」阿賀川とは『会津鑑』

日
橋
川

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
、
日
橋
川
は
、
江
戸
時
代
前
半

ま
で
は
、
猪
苗
代
湖
か
ら
出
る
部
分
を
「
戸
ノ
口
川
」
、

磐
梯
町
大
寺
付
近
を
「
新(

日)

橋
川
」
、
会
津
若
松
市
河

東
町
付
近
を
「
堂
島
川
」
、
鶴
沼
川(
現
阿
賀
川)

と
合
流

す
る
と
「
大
川
」
、
只
見
川
と
合
流
す
る
と
「
揚(

あ
が

の)

川
」
と
呼
ん
で
い
た
と
あ
り
ま
す
。

只
見
川

『
会
津
鑑
』
揚
川
（
阿
賀
川
）
は
、
尾
瀬
沼
か
ら
只
見

ま
で
を
「
揚
川
」
、
只
見
か
ら
片
門
ま
で
を
「
只
見
川
」
、

片
門
よ
り
下
流
を
「
揚
川
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
只
見

川
は
、
柳
津
虚
空
蔵
堂
下
に
あ
る
「
畳
岩
の
川
」
が
由
来
。

阿
賀
川

「
大
川
」
は
田
島
か
ら
県
境
ま
で
を
「
荒
海
川
」
、
田

島
か
ら
湯
野
上
の
ま
で
を
「
大
川
」
、
湯
野
上
か
ら
本
郷

ま
で
を
「
鶴
沼
川
」
、
本
郷
か
ら
下
流
を
「
大
川
」
、
北

会
津
付
近
を
「
蟹
川
」
、
佐
野
付
近
を
「
佐
野
川
」
と
呼

び
ま
し
た
。
本
郷
か
ら
神
指
町
高
瀬
に
分
流
の
「
応
湖

川
」
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
川
の
下
流
の
「
鶴
沼
川
」
は
、

湯
野
上
か
ら
来
た
「
鶴
沼
川
」
の
名
残
り
で
す
。

「
阿
賀
川
」
は
、
明
治
政
府
の
工
部
省
が
、
西
会
津
付

近
の
呼
び
名
を
そ
の
ま
ま
に
付
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
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